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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

　

(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 900 5.0 △114 ― △106 ― △116 ―

29年３月期第１四半期 857 △1.9 △12 ― △7 ― 16 86.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 △5.04 ―

29年３月期第１四半期 0.71 ―

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 4,512 2,068 45.8

29年３月期 4,484 2,154 48.0

(参考)自己資本 30年３月期第１四半期 2,068 百万円 29年３月期 2,154 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― ― ― 0.00 0.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) ― ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,650 9.3 82 65.6 77 41.8 70 △5.7 30.18

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成30年３月期の通期の業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮してお

ります。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 23,380,012株 29年３月期 23,380,012株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 185,413株 29年３月期 184,903株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 23,194,802株 29年３月期１Ｑ 23,196,228株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

　（株式併合後の配当及び業績予想について）

　当社は、平成29年６月27日開催の第67回定時株主総会に株式併合について付議し、承認可決したことにより、平成29

年10月１日を効力発生日として、普通株式を10株につき１株の割合をもって株式併合を実施することとしております。

併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施する予定です。

　なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の業績予想における１株当たり当期純利益は３円02銭となります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、個人消費に力を欠くも

のの、政府による経済政策や日銀による金融緩和策を背景に企業収益や雇用・所得環境の改善が進むなど緩やかな

回復基調が続きました。一方、海外環境は、米国の保護主義的な政策変更による世界経済への影響や中東や東アジ

アにおける地政学リスクが強まる等、先行き不透明な状況で推移しました。

　このような状況下、当社は安定した利益の確保を最重要課題に掲げ、売上高の確保及び材料歩留改善、生産性改

善、購入価格低減、固定費削減などの原価低減活動に注力しました。

　売上高は、前期堅調であった鉱山土木用工具の販売は、現地工事での工期の遅れにより減少しましたが、自動車

用部品販売等が好調に推移した結果、前年同四半期比5.0％増の900百万円（前年同四半期 857百万円）となりまし

た。

　損益面は、引き続き原価低減活動に注力した結果、売上総利益は、前年同四半期比26.9％の増益となりましたが、

販売費及び一般管理費において、債権の回収懸念先に対する貸倒引当金繰入額143百万円により、営業損失114百万

円（前年同四半期 営業損失12百万円）となり、経常損失は106百万円（前年同四半期 経常損失７百万円）、四半

期純損失は116百万円（前年同四半期 四半期純利益16百万円）となりました。

　セグメント区分別の状況は、次のとおりであります。

（電気・電子）

　タングステン・モリブデン製品の売上高は405百万円（前年同四半期 397百万円）となりました。

　合金及び電気・電子部品の売上高は147百万円（前年同四半期 144百万円）となりました。

　その他製品においては、自動車部品販売の増加により、売上高は240百万円（前年同四半期 197百万円）となり

ました。

　この結果、電気・電子合計の売上高は793百万円（前年同四半期 739百万円）と増収となりましたが、貸倒引当

金繰入額143百万円の計上により、営業損失は99百万円（前年同四半期 営業損失19百万円）となりました。

（超硬合金）

　超硬合金は、鉱山土木用工具の販売が工期の遅れ等により、売上高は106百万円（前年同四半期 117百万円）と

なり、営業損失14百万円（前年同四半期 営業利益６百万円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産は2,561百万円（前事業年度末 2,647百万円）となり、85百万円減少し

ました。主たる要因は、受取手形及び売掛金の減少128百万円及び現金及び預金の増加42百万円によるものでありま

す。

（固定資産）

　当第１四半期会計期間末における固定資産は1,950百万円（前事業年度末 1,837百万円）となり、112百万円増加し

ました。主たる要因は、その他の増加186百万円、投資有価証券の増加44百万円、有形固定資産の増加21百万円、及び

貸倒引当金の増加143百万円によるものであります。

（流動負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は1,426百万円（前事業年度末 1,344百万円）となり、82百万円増加し

ました。主たる要因は、短期借入金の増加40百万円、支払手形及び買掛金の増加29百万円及び賞与引当金の増加24百

万円によるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期会計期間末における固定負債は1,017百万円（前事業年度末 986百万円）となり31百万円増加しまし

た。主たる要因は、長期借入金の増加17百万円及びその他の増加11百万円によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は2,068百万円（前事業年度末 2,154百万円）となり85百万円減少しまし

た。主たる要因は、四半期純損失の計上116百万円及び評価・換算差額等の増加31百万円によるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月15日に発表いたしました通期の業績予想の数値から変更は

ございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 319,521 361,938

受取手形及び売掛金 1,188,063 1,059,262

商品及び製品 92,461 88,337

仕掛品 676,780 689,020

原材料及び貯蔵品 347,078 350,449

その他 34,896 23,498

貸倒引当金 △11,342 △10,613

流動資産合計 2,647,459 2,561,894

固定資産

有形固定資産

土地 782,785 782,785

その他（純額） 378,557 399,948

有形固定資産合計 1,161,343 1,182,734

無形固定資産 22,909 27,510

投資その他の資産

投資有価証券 523,764 567,834

その他 135,646 322,115

貸倒引当金 △6,451 △150,069

投資その他の資産合計 652,959 739,880

固定資産合計 1,837,212 1,950,125

資産合計 4,484,672 4,512,019

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 183,401 213,048

電子記録債務 265,934 242,300

短期借入金 630,052 670,052

未払法人税等 17,792 14,250

賞与引当金 54,467 79,007

その他 192,608 207,667

流動負債合計 1,344,255 1,426,326

固定負債

長期借入金 540,637 558,124

退職給付引当金 243,305 241,579

役員退職慰労引当金 68,115 71,840

その他 134,207 145,754

固定負債合計 986,264 1,017,297

負債合計 2,330,520 2,443,623
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,531,828 2,531,828

資本剰余金 237,794 237,794

利益剰余金 △864,821 △981,740

自己株式 △26,714 △26,777

株主資本合計 1,878,087 1,761,105

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 276,064 307,289

評価・換算差額等合計 276,064 307,289

純資産合計 2,154,151 2,068,395

負債純資産合計 4,484,672 4,512,019
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 857,076 900,154

売上原価 734,973 745,172

売上総利益 122,103 154,982

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 43,154 40,827

賞与引当金繰入額 5,557 5,497

役員退職慰労引当金繰入額 2,875 3,725

退職給付費用 5,210 2,104

減価償却費 4,604 4,721

貸倒引当金繰入額 1,336 142,965

その他の一般管理費 71,588 69,257

販売費及び一般管理費合計 134,326 269,098

営業損失（△） △12,223 △114,116

営業外収益

受取利息及び配当金 7,252 7,864

その他 1,280 2,989

営業外収益合計 8,533 10,854

営業外費用

支払利息 3,513 3,139

その他 600 421

営業外費用合計 4,113 3,561

経常損失（△） △7,803 △106,823

特別利益

退職給付制度終了益 25,959 -

特別利益合計 25,959 -

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 18,156 △106,823

法人税、住民税及び事業税 1,801 10,095

法人税等調整額 △38 -

法人税等合計 1,763 10,095

四半期純利益又は四半期純損失（△） 16,393 △116,919
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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